
 

 
 

  村水道料金引き上げを計画 ･･･ ２４年ぶり １２月議会上程 ･･･ 村民生活への影響は必至 
村は 24 年ぶりに上水道料金の引き上げを計画していることが、議会

各会派への説明で明らかになりました。村の説明と資料をもとに報告い

たします。 

計画では、2007 年４月実施とされていますが、条例改定議案を今度の

12 月議会に上程するとのことです。村民のみなさまが計画の内容につい

て、十分に検討する時間がありませんし、重大な村政の変更についてこ

のような進め方をするのは、そもそも問題です。 

なお、これまで独自に水源を確保し供給していた旧原研（日本原子力

研究開発機構）が、これを廃止し 2007 年度内には、村の水（工業用水

は別）日量 2,100 ㎥を買い、使用することになっています。(1 ㎥=1 ﾄﾝ) 
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東
海
村
の
上
水
道
は 

こ
う
な
っ
て
い
ま
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 村
は
、
取
水
権
に
よ
り
、
日
量
約
１
万
㎥
の
水
を
久
慈
川
か
ら
、
不
足
分
は
県

中
央
水
道
か
ら
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。
０５
（
平
成
１７ 

）
年
度
は
、
久
慈
川
分
が

年
間
約
３１０
万
㎥
、
県
水
買
い
入
れ
は
約
９０
万
㎥
で
、
年
々
約
３
万
㎥
増
量
し
て

い
ま
す
。 

上
水
道
事
業
の
会
計
は
、
村
の
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
、
地
方
公
営
企
業
法
に

も
と
づ
く
企
業
会
計
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
次
の
２
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

① 

予
算
書
第
３
条
の
収
益
的
収
入
及
び
支
出
―
―
収
入
は
、
水
道
料
金
な
ど

売
り
上
げ
と
村
か
ら
の
補
助
金
な
ど
。
支
出
は
、
水
を
買
う
、
浄
水
、
配

水
、
給
水
な
ど
水
を
売
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
支
払
い
利
息
な
ど
。 

② 

予
算
書
第
４
条
の
資
本
的
収
入
及
び
支
出
―
―
収
入
は
、
企
業
債(

※)

や
村

の
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
な
ど
。
支
出
は
、
建
設
改
良
費
や
企
業
債
償

還
金
な
ど
。 

 (

※)

企
業
債
（
地
方
債
）･･

･
･
･

政
府
か
ら
の
借
金
の
こ
と
。（
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
、

金
銭
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
う
債
務
。
特
に
償
還
期
間
が
一
会
計
年
度
を
超

え
、
証
券
の
形
態
に
よ
る
も
の
。
ま
た
は
そ
の
債
権
） 

村の説明では、長期にわたって３条予算の

収益的収支（運営費）には、年１億円の村補

助金が支出されてきましたが、今度の計画で

は、19 年度以降ゼロにすることになっていま

す。当然、20 年度以降は１億円を超える赤字

財政になります。その後は、赤字が拡大する

計画になっています。 

4 条予算の資本的収支（設備費）については、

年5,000万円の村の出資金はそのままですが、

「19年度から22年度まで 8億4,500万円の各

事業費を組んでいますから、17 年度に持って

いた内部留保金残高 3 億 8,000 万円を毎年取

り崩していっても、平成 22 年度には、約 8,000

万円の赤字となり水道事業が破たんするた

め、上水道料金を上げなければならない」と

説明しています。 

 

新
し
く
と
り
入
れ
る
『総
括
原
価
方
式
』で
な
に
が
変
わ
る
の
か 

 

設
備
費
も
水
道
料
で
負
担
す
る
こ
と
に 

 
 

 

今
回
の
村
の
計
画
で
は
、
上
水
道
料
の
算
定
に
新
し
く
「
総
括
原
価
方
式
」
を

採
用
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
今
ま
で
公
費
負
担
で
行
っ

て
き
た
設
備
に
か
か
る
資
産
維
持
費
の
負
担
を
、
料
金
算
定
の
中
に
入
れ
る
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
設
備
費
も
水
道
料
で
負
担
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

今
回
の
水
道
料
引
き
上
げ
の
大
き
な
ね
ら
い
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
計
画
策
定
期
間
は
３
期
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
料
金
の
算
定
期
間
は
５
年

毎
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
年
ご
と
に
水
道
料
金
の
算
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の

都
度
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

15
年
が
１
サ
イ
ク
ル
と
な
り
ま
す
が
、
最
初
の
１
期
目
の
算
定
だ
け
は
、
０７
（
平

成
１９
）
年
度
よ
り

１０
（
平
成
２２
）
年
度
ま
で
の
４
年
間
と
な
る
予
定
で
す
。 

ご相談は 

お気軽に 

お寄せ下さい 
東海村議会 日本共産党会派 議会報告 
                                                             2006 年 11 月 4 日 



 

 

  口径 30 ㎜使用者は料金倍増、全体では 30％の引き上げ 

  
料金改定はどうなっているのでしょうか。〔別表１〕に示します。 

〔別表１〕 現行料金体系表（２ヶ月分、税抜き） 
 

                                                   
  

改定（案）料金体系表（２ヶ月分、税抜き） 

基本料金 従量料金 
第 1 段階 第 2 段階 第 3 段階 

水量 料金 水量 料金 水量 料金 
口径  

（ｍｍ） 水量   
（ｍ3） 

料金 
（円） 

メータ
ー 使
用量  
（円） （ｍ3） （円/ｍ3） （ｍ3） （円/ｍ3） （ｍ3） （円/ｍ3）

13 120 

20 200 

25 

20 2,000 

220 

21～
60 

125 61～ 

   

135 
  
  

30 3,400 340 
40 6,600 400 
50 10,000 2,000 
75 24,000 2,800 

～100 125 
101～
200 

135 201～ 145 

100 42,000 4,000 

150 

  

92,000 8,000 
～

2,000
145 

2,001
～

10,000
155 10,001

～ 
165 

口径 

(mm）

推定使用水量

 ２ヶ月（㎥）
現行 2ヶ月（円） 

改定後2ヶ月

（円） 

改定率 

（％） 

13 31.8 3,595 4,170 16.0 

20 41.2 4,850 5,780 19.2 

25 90.2 11,297 13,330 18.0 

30 284.2 41,949 72,692 73.3 

40 580.0 88,100 150,600 70.9 

50 545.6 88,112 143,156 62.5 

75 1,982.1 311,205 519,646 67.0 

100 11,689.6 1,854,784 3,047,096 64.3 

150 4,606.3 793,977 1,211,938 52.6 

 ― ― ― 平均 30.0 

基本料金 従量料金 

第 1 段階 第 2 段階 第 3 段階 
口径   
（ｍｍ 水量   

（ｍ3） 
料金 
（円） 水量 

（ｍ3） 
料金 

（円/ｍ3） 
水量

（ｍ3）

料金 

（円/ｍ3） 

水量 

（ｍ3） 

料金 

（円/ｍ3） 

13 2,400 
20 2,600 

150 

25 2,800   
30 4,000 
40 5,000 
50 6,500 
75 9,500 
100 13,000 

260 

150 

20 

19,500 

21～ 

  

  

  

この改定が実施された場合、使用水量２ヶ月分平均で

試算すると、改定率は別表２のようになります。 

    ≪報告会≫ 
日時：11 月 4 日(土) 午後 2:00～ 

場所：白方コミュニティーセンター 

        会 議 室 
～ お誘い合わせてお越し下さい 

お待ちしています ～ 

＜変わる点＞ 

〔別表２〕 改定（案）の口径別料金改定率 

● 30 ㎜以上の従量料金はトン（㎥）あたり 260 円となり大幅な引
き上げとなります。3０㎜は平均使用量 260ｔとした場合、現行で
は約 37,000 円から改定後、66,000 円となり、約 3 万円上昇し、
倍増となります。30 ㎜以上は一律従量制となり、１㎥あたり 260
円、料金も一律となります。 

● 平均引き上げ率は 30％です。中でも利用者の割合が、67％と一番多
い 20mm では、基本料金で 18％の引き上げとなります。      

● メーター使用料は基本料金に含まれます。 
● 25 ㎜以下は、全体の 98％であり、ほとんどを占めていますが、20 ㎥

以上の従量制料金は 125 円から 150 円と、単純には 17％の上昇です。 




